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認知症は、一般的には高齢者に多い病気ですが、65 歳未満で発症した場合、「若年性認知症」とされます。

働き盛りの現役世代が発症した場合、離職や介護の問題で、経済面や生活面で困窮することも考えられます。下

記の相談窓口にお気軽にご相談ください。 

そして、「認知症かもしれない」と思った時、まずは医療機関を受診し、地域包括支援センター等に相談する

ことが大切です。                                 
○若年性認知症の人と家族のつどい    富士市フィランセ 

 申し込み：電話：0545-63-3130 FAX：0545-62-9390 

     毎月第２火曜日１０時～１２時  

○若年性認知症相談窓口         静岡県総合社会福祉会館 

電話：054-252-9881 

週 3回（月・水・金）９時～１６時  

○認知症コールセンター         富士市フィランセ 

電話：0545-64-9042 （来所相談も行っています）

 

 週３回（月・木・土）１０時～１５時 

 

２．認知症の原因となる代表的な病気

３．若年性認知症について

血管性認知症

脳卒中（脳梗塞、脳出血等）によ

り起こる脳の血管障害

《症状》脳の障害を受けた部分に

より症状は個人差がある。（手足

の麻痺などを伴う、言葉が自由に

出てこない等）精神的不安定にな

りやすい。

    
レビー小体型認知症

脳の神経細胞がゆっくりと死んで脳

が萎縮する。「変性疾患」と呼ばれ

る病気。

《症状》１日のうちで症状が変動。

手足のふるえ、小刻み歩行などが起

こりやすくなる。生々しい幻視が出

てくる。

その他 
前頭側頭型認知症 等 アルツハイマー型認知症

脳の神経細胞がゆっくりと死んで

脳が萎縮する。「変性疾患」と呼

ばれる病気。

《症状》比較的早い段階から記憶

障害、見当識障害のほか、不安・

うつ・妄想がでやすくなる。

一緒に考えましょう。 

ひとりで悩んでいませんか？

勇気を出して話してみましょう。 
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